
一般国道55号阿南道路工事状況（那賀川町中島付近）※四国横断自動車道（羽ノ浦町上岩脇地区、手前は下大野地区）※ 中島高架橋（仮称）の完成イメージ（那賀川大橋北詰）※

高速ネットワークは、災害発生時における地域の孤
立化を防ぎ、迅速な救急・救援活動を支えるととも
に、地域経済・産業の活性化に資する重要な社会資
本です。地域の「安心」と「活力」の両面を支える「四
国８の字ネットワーク」の一部として、四国横断自
動車道（阿南～徳島東）や桑野道路・福井道路の整
備が進められています。また、第１次緊急輸送道路
の一般国道55号阿南道路において、那賀川大橋付
近の４車線化等が進められています。

一般国道55号阿南道路　那賀川大橋付近
４車線化完成イメージ　※

Safe Road

道路
Safety
＆

Security

1那
賀
川
大
橋
付
近
の

４
車
線
化
工
事

平
成
31
年
度
完
成
へ

　

一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
は
、

小
松
島
市
か
ら
阿
南
市
に
お
け
る

交
通
混
雑
の
緩
和
お
よ
び
交
通
の

安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
る
全
長
18
・
４
キ
ロ
の

国
道
バ
イ
パ
ス
で
す
。

　

現
在
、
那
賀
川
大
橋
付
近
で
発

生
し
て
い
る
慢
性
的
な
渋
滞
の
緩

和
を
図
る
た
め
、
４
車
線
化
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
31
年

度
に
完
成
の
見
通
し
で
す
。

安全で安心なまちづくりはみんなの願い―。
今、市内の各所で防災・減災対策関連の工事が
着々と進められています。（※画像提供：国土交通省）

「
安
心
」
と
「
活
力
」
を
支
え
る

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

四
国
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
形
状
か

ら
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
空

白
地
帯
を
結
ぶ
た
め
に
、四
国
横
断
自
動
車
道（
阿

南
～
徳
島
東
）
に
お
い
て
、
現
在
、
用
地
買
収
や

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

・
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

約
20
％
の
事
業
進し

ん

捗ち
ょ
く

（
平
成
25
年
度
末
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桑
野
道
路
・
福
井
道
路
に
お
い
て
、
現

在
、
調
査
・
設
計
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
民
生
活
の
大
動
脈

で
あ
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
非
常
に
遅
れ
て
お
り
、
特
に

徳
島
県
南
部
地
域
か
ら
高
知
県
東
部

地
域
に
あ
っ
て
は
、
高
速
道
路
の
空

白
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
那
賀
川
の
水
と
共
に
生
き

る
阿
南
市
民
に
と
っ
て
、
春
・
夏
の

渇
水
や
長
期
の
取
水
制
限
に
よ
り
農

業
用
水
や
工
業
用
水
に
影
響
を
受
け

て
い
る
昨
今
、
那
賀
川
水
系
の
適
切

な
管
理
、
整
備
推
進
は
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。「
四
国
横
断
自
動

車
道
」、「
桑
野
道
路
」・「
福
井
道
路
」、

「
長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
」
等
の
一

日
も
早
い
完
成
は
市
民
の
願
い
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

阿
南
商
工
会
議
所
や
阿
南
市
議
会
、

各
種
団
体
等
の
関
係
者
で
組
織
し

た
「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
」
お
よ
び
「
那
賀
川

渇
水
対
策
協
議
会
」
と
連
携
し
、
国

土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
や
徳
島

県
、
さ
ら
に
は
中
央
省
庁
（
財
務

省
・
国
土
交
通
省
）
や
県
選
出
国
会

議
員
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
の
国
会

議
員
等
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
、
着
実
に

関
係
予
算
が
確
保
さ
れ
、
各
種
事
業

の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

太田国土交通大臣に要望する岩浅市長

市
民
の
声
を
国
に
届
け
る
！

関
係
機
関
と
連
携
し
、
要
望
活
動
を
積
極
的
に
展
開

特集 災害に強い 安全で安心なまちづくり

災害に強い
安全で安心な
まちづくり

＝ 特集 ＝

４
車
線
化
区
間

Ｌ
＝
2.1
㎞

阿
南
道
路
　
Ｌ
＝
18・４
㎞

四
国
横
断
自
動
車
道（
阿
南
〜
徳
島
東
）Ｌ
＝
17・７
㎞

桑
野
道
路
Ｌ
＝
6.5
㎞

福
井
道
路
Ｌ
＝
9.6
㎞

（起）阿南市下大野町渡り上り

（終）徳島市北沖洲

（起）阿南市下大野町渡り上り

（終）阿南市内原町桜木

（終）阿南市福井町小野

（終）阿南市橘町青木

（起）小松島市大林町森ノ本

（起）阿南市内原町桜木

徳島市

阿南市

小松島市

徳島東
（仮称）

小松島
（仮称）

阿南
（仮称）

長生IC
（仮称）

桑野IC
（仮称）

新野IC
（仮称）

小野IC
（仮称）

日和
佐道
路

※

※

四国８の字ネットワークの空白地帯
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那賀川

派川那賀川

桑野川

来るべき南海トラフの巨大地震等に備え、東日本大
震災を教訓として、那賀川および派川那賀川（桑野
川）の河口部において、堤防嵩

かさ

上
あ

げや液状化対策等
が進められています。また、台風や近年多発傾向に
あるゲリラ豪雨等による洪水、浸水に備え、長安口
ダム改造事業や深瀬地区等無堤地区における築堤事
業が進められています。（画像提供：国土交通省）

Safe River

河川
Safety
＆

Security

2

計画堤防高 TP．7.80m

那賀川河口部「右岸側」の断面図（イメージ）

現況堤防高 TP．約５m程度

那賀川

耐震・液状化対策

辰巳工業団地
嵩上げ

　

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
は
、
那
賀

川
流
域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
貯
水
池
容
量
の

振
り
替
え
に
よ
る
洪
水
調
節
容
量
お

よ
び
不
特
定
容
量
の
増
量
を
行
う
と

と
も
に
、
洪
水
調
節
能
力
向
上
の
た

め
の
放
流
設
備
の
増
設
な
ど
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
、
ダ
ム
本
体
の
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

浸
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
那
賀

川
無
堤
地
区
の
う
ち
、
深
瀬
地
区
の

築
堤
事
業
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

と
と
も
に
、
今
後
、
加
茂
地
区
の
用

地
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
「
那

賀
川
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組

が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
堤

防
が
液
状
化
に
よ
り
沈
下
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
襲
し
た
巨
大
津
波
に
よ

り
堤
防
は
破
壊
さ
れ
、多
く
の
生
命
・

財
産
が
失
わ
れ
る
甚
大
な
被
害
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
今
後
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
等
へ

備
え
る
た
め
、
那
賀
川
、
派
川
那
賀

川
（
桑
野
川
）
の
河
口
部
に
お
い
て
、

現
在
、
堤
防
の
嵩か

さ

上あ

げ
、
耐
震
・
液

状
化
対
策
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
水
樋
門
の
遠
隔
操
作
化
・

自
動
化
は
平
成
24
年
度
に
完
了
し
て

い
ま
す
。

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業

那
賀
川

無
堤
地
区
の
解
消

那
賀
川
、
桑
野
川
河
口
部

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

那
賀
川
流
域
の
安
全
・
安
心

を
め
ざ
し
て

　

那
賀
川
水
系
の
河
川
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

「
安
全
で
安
心
で
き
る
那
賀
川
水
系
の
未
来

が
拓ひ

ら

け
る
川
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
関

係
機
関
や
流
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
・
連

携
を
図
り
つ
つ
、
治
水
・
利
水
・
環
境
に
関

わ
る
施
策
を
総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
19
年
６
月
に
策
定
し
た
「
那
賀
川
水
系

河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

  

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
無
堤
地
区
の

解
消
を
目
的
と
し
た
河
川
改
修
事
業
に
約
４

億
円
、
東
南
海
・
南
海
地
震
等
対
策
事
業
に

約
35
億
円
、
長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
に
約
36

億
円
の
予
算
配
分
が
あ
り
、
事
業
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
「
那
賀
川
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
那
賀

川
・
桑
野
川
流
域
の
将
来
あ
る
べ
き
防
災
の
姿

と
し
て
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地

域
の
再
構
築
、
人
的
被
害
の
軽
減
」
を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

選択取水
設備設置

減勢工改造

クレスト
ゲート新設

桑野川

派川那賀川

阿南市

那賀川

富岡水門前田樋門

天神前樋門

那賀川河口部工事状況
（上段：液状化対策、下段：堤防嵩

かさ
上
あ
げ）

長安口ダム改造イメージ

深瀬地区工事状況

長安口ダム改造後（イメージ）

特集 災害に強い 安全で安心なまちづくり
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新庁舎建設は昨年３月に着工し、分庁舎の解体後、
砂杭打設による地盤改良、免震装置設置を含む基礎
から地下１階にかけての工事を終え、現在は、高層
部の鉄骨建て方工事を行っています。
高層部は７階建てで、高さは 36.8 ｍ。中心市街地
の建物ではもっとも高く、完成すれば阿南市のラン
ドマーク的存在になります。

津波対策の１次避難場所および物資等の輸送基地と
して、ゆたか野地区防災公園、津乃峰地区防災公園
を整備しています。ゆたか野地区防災公園は、県の
新津波浸水想定（H24.10）により、公園の計画高
を見直し、平成26年度中の完成をめざします。津
乃峰地区防災公園は、耐震性貯水槽、備蓄倉庫など
が完成し、今後は園路整備、休憩施設、照明灯、植栽、
舗装工事を行い、平成27年度中の完成をめざします。

防災行政無線は、合併前の旧１市２町でそれぞれ整
備されていましたが、合併後、市役所本庁から一斉
放送ができないことや、機器の老朽化により有事の
際の利活用が懸念されることから、総事業費 13億
4千万円をかけて平成 24年度から整備しています。

Safe City Hall

庁舎

Evacuation
Facilities

避難施設
Wireless Station For
Disaster Prevention

無線

Safety
＆

Security

Safety
＆

Security

Safety
＆

Security

3

6

4

市
内
全
域
に
一
斉
放
送

双
方
向
通
信
も
可
能
に

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
設
備
は
、

地
震
、
台
風
、
水
害
な
ど
の
災
害
情

報
や
緊
急
情
報
を
屋
外
に
設
置
し
た

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
音
声
や
サ
イ
レ

ン
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
災
害
時
に
住
民
の
生
命

お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

平
常
時
は
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
ど
に
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
国
が

発
信
す
る
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
瞬

時
に
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
運
用
や
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ

ン
ネ
ル
へ
の
テ
ロ
ッ
プ
挿
入
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
の
携
帯
３
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）

同
時
配
信
と
放
送
内
容
が
メ
ー
ル
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
一
部
の
屋
外
拡
声
子
局
に
ア
ン

サ
ー
バ
ッ
ク
機
能
を
付
加
し
て
お
り
、

外
部
接
続
箱
に
内
蔵
さ
れ
た
マ
イ
ク

で
親
局
と
通
信
が
可
能
と
な
り
、
子

局
単
体
で
の
外
部
放
送
も
行
え
ま
す
。

　

現
在
、
旧
阿
南
市
の
沿
岸
部
お
よ

び
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
に
お
い
て

運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の

長
生
・
大
野
・
加
茂
谷
・
新
野
地
区

の
一
部
の
地
区
に
つ
い
て
も
、
６
月

末
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

災
害
対
策
の
拠
点
施
設

充
実
し
た
防
災
機
能

　

新
庁
舎
は
、
最
新
の
耐
震
基
準
を

満
た
し
、
地
震
時
に
揺
れ
を
抑
え
る

た
め
の
免
震
構
造
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
震
災
直
後
で
も
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
維
持
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し

た
場
合
で
も
そ
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
、
自
家
発
電
設
備
等
を
７
階
に

設
置
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
、

低
層
部
１
階
を
情
報
広
場
と
し
て
開

放
す
る
ほ
か
、
市
民
広
場
も
災
害
対

策
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。高層部建設

移転・一部運用開始
解体・低層部建設
移転・運用開始

今後の施工計画（平成26年５月現在）
H27.2 4 H28.1 11

H25.4.24　安全祈願祭

現在、高層部（７階建て）を建設中

▲外部接続箱に内
　蔵されたマイク

津乃峰地区防災公園完成イメージ図（津乃峰町西分）

ゆたか野地区防災公園完成イメージ図（那賀川町）

津乃峰総合センター完成イメージ図

阿南中学校改築工事完成イメージ図

完成間近の新校舎。８月上旬に引っ越し予定。

H25.11　基礎工事完了

津
乃
峰
総
合
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
４
月
開
所
予
定　

　

津
乃
峰
地
区
の
津
波
避
難
困
難
箇
所

や
２
次
避
難
所
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

同
町
長
浜
に「
津
乃
峰
総
合
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
４
階
建
て
の
複
合
施
設
で
、
公
民

館
の
ほ
か
に
学
童
保
育
、
消
防
詰
所
が

入
居
し
ま
す
。
災
害
時
に
１
次
、
２
次

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
平
常
時
は
防
災
ま
ち
づ
く
り

拠
点
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
実
施
設
計
お
よ
び
造
成
工
事

が
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
建
設
工
事

に
着
手
し
、
平
成
28
年
４
月
の
開
所
を

め
ざ
し
ま
す
。

学校施設の耐震化は平成20年度に着手し、現在まで
に小学校22棟、中学校14棟、幼稚園２棟の耐震補強
工事および改築工事を実施しています。平成26年３
月末現在の耐震化率は90.8％（幼稚園100％）です。
今年度は、阿南第一中学校の剣道場耐震補強工事、阿
南中学校の校舎改築、屋内運動場改築工事を行うなど、
引き続き学校施設の耐震化を進めます。
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学
校
施
設
の
改
築
工
事

平
成
27
年
度
完
了
予
定

　

阿
南
中
学
校
は
、
建
設
以
来
、
す

で
に
45
年
が
経
過
し
、
経
年
に
よ
る

施
設
の
老
朽
化
の
進
行
に
加
え
、
耐

震
性
も
著
し
く
劣
る
こ
と
か
ら
、
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に
か
け

て
改
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
校

舎
棟
の
改
築
工
事
は
、
６
月
末
に
完

成
す
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
は
、
既
設
校
舎
解
体
・
屋
内

運
動
場
（
体
育
館
）
改
築
工
事
、
平

成
27
年
度
に
は
、
既
設
屋
内
運
動
場

解
体
・
外
構
整
備
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

特集 災害に強い 安全で安心なまちづくり
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